
9 月 の 各 種 相 談

神戸地方法務局人権擁護課
全国一斉「高齢者・障害者の人権
　　　　　あんしん相談」強化週間
　9月10日～16日を全国一斉「高齢者・障害者の人権
あんしん相談」強化週間と定め、高齢者・障がい者を
めぐる人権問題の解決を図るために常設電話相談の受
け付けを延長し、土・日曜日にも相談をお受けしてい
ます。相談は無料で、秘密は守られます。
▶相談内容　高齢者・障がい者をめぐる人権問題
▶日時　9月10日（月）～14日（金）8：30～19：00
　　　　9月15日（土）、16日（日）10：00～17：00
▶相談電話番号　☎0570（003）110
▶相談員　人権擁護委員、法務局職員
▶問合せ　神戸地方法務局人権擁護課
☎078（392）1821

CHIAKIほおずき播磨
身近な介護施設で
　　　「地域ふれあい介護相談」

　看板ができました。こ
の看板が目印です。
　グループホームは認知
症の方のための施設で
す。施設を見学していた
だきながら、認知症につ
いていろいろお話したい

と思います。どなたでも、お気軽にご参加ください。
▶日　時　9月16日（日）10：00～12：00
▶場　所　CHIAKIほおずき播磨（東野添2丁目18番6号）
▶問合せ　申し込み不要です。直接会場へお越しください
CHIAKIほおずき播磨　☎078（949）1566

子育て支援センター

地域の方は
頼もしいです

行政相談
　日時 9月24日（月） 9：30～11：30
　場所 中央公民館
消費生活・多重債務相談
　日時 毎週月～金曜日（祝日除く）
　　　 9：00～16：00
　場所 住民グループ
　※月・木曜日は消費生活相談員が対応しま
す。

　電話相談・問合せ
　☎079（435）1999
司法書士による多重債務相談（予約が必要）
　日時 9月13日（木） 13：30～15：30
　場所 中央公民館
　申込み・問合せ
　消費生活相談コーナー
　☎079（435）1999
納税と相談
　日時 毎月第4日曜日
　　　 9：00～12：00、13：00～17：00
　場所 税務グループ（中央公民館側通用口

をご利用ください）
税務相談（予約が必要）
　日時 9月7日（金） 13：00～15：00
　場所 播磨町商工会館
　対象 商工業者
　申込み・問合せ 播磨町商工会
　☎079（435）1630
税理士会の税務相談（予約が必要）
　日時 9月4日（火）、11日（火）、18日（火）、
　　　 25日（火）
　　　 13：15～16：00（受付）
　場所 加古川税理士会館
　　　 （加古川税務署の北側）
　問合せ 近畿税理士会加古川支部
　☎079（421）1144
法律相談（予約が必要）
　日時 9月4日（火）、18日（火）
　　　 10：00～12：00
　　　 9月10日（月）、24日（月）
　　　 18：00～20：00
　場所・申込み 中央公民館
　（窓口での申込順。電話予約不可）

心配ごと相談
　日時 毎週火曜日（祝日除く）
　　　 13：00～16：00
　場所 福祉しあわせセンター
困りごと相談
　日時 9月13日（木）、27日（木）
　　　 13：00～15：00
　場所 福祉しあわせセンター
人権相談（常設相談）
　日時 毎週月～金曜日（祝日除く）
　　　 8：30～17：15
　場所 神戸地方法務局加古川支局
　☎0570（003）110
　（全国共通ナビダイヤル）
地域ふれあい介護相談
　日時 9月16日（日） 10：00～12：00
　場所 CHIAKIほおずき播磨
　　　 （東野添2丁目18番6号）
　問合せ CHIAKIほおずき播磨
　☎078（949）1566
福祉相談
　日時 毎週水曜日
　　　 13：30～16：00
　場所 福祉しあわせセンター
知的障がい者（児）相談
　日時 毎月第2土曜日 10：00～11：30
　場所 石ヶ池公園パークセンター
身体障がい者相談
【相談員】（敬称略）
　政本 和子【古宮236番地の4】
　☎・　 079（437）0037
　※☎・　 はNPO法人アエソンにかかります。
　加藤 和子【北本荘1丁目3番13号】
　☎・　 079（437）6417
障がい福祉なんでも相談室
　場所 福祉しあわせセンター
　知的障害 毎週火曜日 10：00～12：00
　身体障害 毎週木曜日 10：00～12：00
　精神障害 毎週金曜日 10：00～12：00
　※祝日を除きます。
　申込み 電話で予約が必要です
　☎079（435）2361

母子家庭相談（予約が必要）
　日時 9月12日（水）、26日（水）
　10：00～16：00
　場所・申込み 福祉グループ
主任児童委員による子育て相談
　日時 9月24日（月） 13：30～16：00
　場所 福祉しあわせセンター
子育て相談（事前問合せ必要）
両施設で来所相談を行っています。
（祝日除く）
◎北部子育て支援センター
　日時 毎週月～土曜日
　　　 10：00～16：00
　電話相談・問合せ
　☎078（944）0717
◎南部子育て支援センター
　日時 毎週月～土曜日
　　　 10：00～16：00
　電話相談・問合せ
　☎079（437）4188
臨床心理士による子育て相談
予約が必要です。
◎北部子育て支援センター
　日時 9月5日（水） 13：30～15：30
　申込み・問合せ
　☎078（944）0717
◎南部子育て支援センター
　日時 9月12日（水） 13：30～15：30
　申込み・問合せ
　☎079（437）4188
子どもの悩み相談
　日時 毎週月～金曜日
　　　 9：00～16：00
　場所 役場第2庁舎3階
　　　 ふれあいルーム（電話可）
　☎079（437）4141
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復
旧
に
全
力
を

台
風
23
号
、
豪
雨
の
大
被
害

　

風
速
六
〇
メ
ー
ト
ル
に
お
よ
ぶ

猛
台
風
二
三
号
は
九
月
十
日
午
前

十
時
五
十
五
分
、
姫
路
市
西
部
に

上
陸
、
一
瞬
に
し
て
県
下
一
円
に

大
き
な
爪
跡
を
残
し
、
県
上
を
縦

断
、
但
馬
へ
去
っ
た
。
そ
の
あ
と

を
追
い
か
け
る
よ
う
に
し
て
、
十

五
日
午
後
秋
雨
前
線
に
よ
る
集
中

豪
雨
が
播
州
地
方
を
襲
っ
た
。
こ

の
台
風
で
本
荘
、
古
宮
の
海
岸
線

一
帯
に
高
潮
が
押
寄
せ
大
き
な
被

害
を
受
け
、
播
磨
町
に
は
十
日
午

後
十
二
時
十
分
災
害
救
助
法
第
一

号
が
発
動
さ
れ
、
い
ち
早
く
災
害

対
策
本
部
を
設
置
し
、
警
備
体
制

と
応
急
対
策
に
万
全
を
期
し
た
。

　

播
磨
町
を
初
め
と
し
て
、
県
下

で
は
十
二
市
四
十
一
町
に
災
害
救

助
法
が
適
用
さ
れ
、
こ
の
災
害
で

未
曾
有
の
被
害
を
蒙
っ
た
町
の
公

共
施
設
な
ら
び
に
個
人
の
被
害
が

特
に
甚
大
で
あ
り
、
住
民
の
打
撃

も
ひ
と
し
を
大
き
か
っ
た
の
で
政

府
、
県
へ
災
害
復
旧
関
係
に
特
別

の
措
置
を
講
じ
て
も
ら
え
る
よ
う

要
望
し
た
。
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国
鉄
土
山
駅
よ
り

　
（
前
略
）
特
に
十
六
日
は
夜
来

の
雨
に
加
え
て
、
朝
か
ら
の
豪
雨

は
遂
に
山
陽
本
線
の
土
山
、
大
久

保
間
の
瀬
戸
川
鉄
橋
を
不
通
に
し
、

更
に
、
西
浜
池
な
ど
近
在
す
る
大

小
の
池
川
が
決
壊
し
は
じ
め
、
水
、

土
砂
が
鉄
路
を
流
し
、
ま
っ
た
く

寸
断
さ
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
そ

し
て
当
駅
に
は
、
十
四
時
過
ぎ
か

ら
貨
物
列
車
を
停
め
、
続
い
て
上

り
特
急
「
は
と
」
号
を
、
更
に
準

急
「
鷲
羽
」
号
を
停
め
て
し
ま
い

町制50周年を記念し、広報誌の紙面から
播磨町の50年をふりかえります。

第6回　昭和40年第5号

▼問合せ　企画グループ
　☎079（435）0356

ま
し
た
。（
中
略
）
車
内
に
は
不

安
感
と
空
腹
の
お
客
様
を
お
預
か

り
し
て
い
ま
す
。
夜
に
入
っ
て
早

速
駅
前
の
自
治
会
の
方
に
炊
き
出

し
を
お
願
い
し
ま
し
た
。

　

あ
の
よ
う
な
当
時
ま
っ
た
く
自

宅
の
こ
と
で
手
一
ぱ
い
の
ご
主

人
、
ご
家
庭
の
主
婦
の
方
々
が

早
々
に
ご
手
配
く
だ
さ
い
ま
し

て
、
お
願
い
し
て
か
ら
一
時
間
余

り
の
間
に
温
か
い
お
心
の
こ
も
っ

た
「
お
に
ぎ
り
」
を
作
っ
て
下
さ

っ
た
上
、
歩
行
条
件
の
悪
い
構
内

に
停
車
中
の
列
車
に
運
ん
で
頂

き
、
湯
茶
の
提
供
ま
で
い
た
だ

き
、
い
ろ
い
ろ
と
お
世
話
く
だ
さ

い
ま
し
て
、
お
陰
さ
ま
で
激
情
す

る
お
客
様
、
憔
悴
し
た
お
客
様
の

感
情
を
や
わ
ら
げ
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。（
中
略
）
紙
上
に
て
謹

ん
で
お
礼
の
言
葉
と
い
た
し
ま

す
。（
後
略
）

国
鉄
土
山
駅
長

「
あ
な
た
が
大
事
だ
よ
」

　

「
お
ぎ
ゃ
あ
〜
」
と
、
元
気
な

産
声
を
上
げ
て
わ
が
子
の
誕
生
。生

ま
れ
て
き
て
く
れ
て
あ
り
が
と

う
。
と
っ
て
も
愛
お
し
い
で
す
ね
。

　

で
も
、
そ
の
日
か
ら
〝
泣
く
〞

と
い
う
赤
ち
ゃ
ん
か
ら
の
メ
ッ
セ

ー
ジ
攻
撃
が
始
ま
り
ま
す
。
「
お

腹
す
い
た
」「
ウ
ン
チ
出
た
」「
暑

い
よ
」「
眠
い
よ
」
な
ど
、
す
べ

て
〝
泣
く
〞
こ
と
で
訴
え
ま
す
。

マ
マ
、
パ
パ
に
と
っ
て
、
赤
ち
ゃ

ん
と
い
う
未
知
の
生
物
と
向
き
合

い
な
が
ら
試
行
錯
誤
の
毎
日
の
は

じ
ま
り
。
他
の
人
か
ら
の
サ
ポ
ー

ト
の
少
な
い
中
で
の
子
育
て
は
、

本
当
に
大
変
で
す
よ
ね
。
そ
ん
な

時
、
地
域
の
方
の
手
助
け
が
と
て

も
助
か
り
ま
す
よ
。

　

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
に
は
、

地
域
の
方
や
い
ろ
ん
な
世
代
の
方

が
関
わ
っ
て
く
れ
て
い
ま
す
。
行

事
に
参
加
し
て
い
る
時
に
、
兄
弟

共
に
泣
き
出
し
て
困
っ
て
い
る
親

子
に
「
下
の
子
、
ち
ょ
っ
と
抱
っ

こ
し
た
ろ
」
と
う
れ
し
い
声
掛
け

を
し
て
く
れ
て
い
ま
す
。

　

「
不
快
」
を
「
快
」
に
変
え
て

も
ら
う
体
験
を
通
し
て
泣
く
こ
と

の
意
味
や
関
わ
っ
て
も
ら
う
喜
び

を
感
じ
、
た
く
さ
ん
話
し
か
け
て

も
ら
っ
た
り
、
甘
え
泣
き
を
す
る

と
抱
い
て
も
ら
え
る
心
地
よ
い
体

験
の
積
み
重
ね
で
、
愛
さ
れ
て
い

る
実
感
を
得
て
い
き
ま
す
。
い
ろ

ん
な
大
人
か
ら
大
事
に
さ
れ
た
体

験
は
、
人
が
健
や
か
に
成
長
し
て

い
く
た
め
の
「
心
の
根
っ
こ
」
に

な
り
、
そ
こ
か
ら
が
「
心
の
育

ち
」
の
ス
タ
ー
ト
で
す
。

　

〝
遠
く
の
親
戚
よ
り
近
く
の
他

人
〞
が
頼
り
に
な
る
事
も
多
い
で

す
よ
。
い
ろ
ん
な
人
に
関
わ
っ
て

も
ら
い
な
が
ら
「
あ
な
た
が
大
事

だ
よ
」
と
伝
え
て
い
き
ま
し
ょ
う
。
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